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令和８年度 原宿地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

地域イベント等に参加し第5期ハートプラン周知を行っていく。近年課題となっている担い
手の高齢化による会の縮小・解散、幼児期の親子の愛着形成の重要性を踏まえ、自主
事業等を通じて新たな担い手の確保と親子の愛着形成の促進に取り組んでいく。今後、
高齢者が独居となるケースや認知症を発症する方が増えることが予想されるため、この
ことに地域でみまもり協力できる仕組み作りに取り組む必要がある。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

〇「傾聴ボランティア虹」では、担い手減少により活動継続が困難となっているため、広報紙等を活用し新たな担い
手の発掘を行っていく。また、今年度は新たに、「お花のお手入れ助っ人隊」発足に向け、関係機関と連携しながら
準備及び推進を図る。（チームオレンジ事業）

〇地域イベント等への参加を通じて、ハートプラン周知のためのアンケート調査を継続し、定量的データを蓄積して
いく。収集したデータを基に、地区社会福祉協議会や区役所などと連携し、地域づくりを推進する体制を構築してい
く。

〇地域課題である、子どもたちの体験機会の創出や、親子の愛着形成の重要性を踏まえ、各種事業を実施してい
く。上記の取り組みを通じて、子育て世代の孤立化予防とネットワーク構築を進め「子ども真ん中社会実現」を目指
していく。

〇少子高齢化の進行により、子ども会の解散や老人クラブの参加者減少が進んでいるため、現役世代のコミュニ
ティーづくりや多世代交流できる場づくりを地域住民等と連携し進めていく。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

要支援者である利用者が可能な限り地域の中で生き
がいや役割を持って生活できるよう、「心身機能」「活
動」「参加」にバランスよくアプローチするケアマネジメ
ントを行う。

【その他料金】
利用者の負担はなし。

居宅介護支援事業

業務継続計画のマニュアル整備を行うとともに、物品
の準備や見直しを行い、ICTを活用し業務効率化や部
署内での情報共有に努めます。また、地域包括支援
センター等と協働し、支援困難ケースの対応を行うとと
もに、住み慣れた地域でその人らしく、自立した生活を
送ることができるよう地域の方々や多職種との連携を
行い、利用者の意向に沿ったケアプランを立案しケア
マネジメントを行います。法人内異動のため一名減員
となりますが、加算体制を維持し、経営の安定化を目
指していきます。

【その他料金】
利用者の負担はなし。

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する
基準（厚生労働省告示第百二十九号）及び横浜市介
護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する
基準（厚生省告示第二十号）に基づく金額

令和８年度原宿地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

①居宅介護支援事業所にケアプラン作成を依頼する
際及び地域包括支援センターから予防プラン・介護予
防ケアマネジメントを委託する際に、特定の事業所に
偏らないように努める。
②自主事業や貸館の申し込み等は、横浜市地域ケア
プラザ施設利用マニュアルに準拠した社内ルールを
設け、公正・中立に行うように努める。また、自主事業
の申し込みについては、メール等を活用し運用を行っ
ていく。

公正・中立性の確保について コンプライアンス等への対応について
（事故報告、個人情報保護、備品管理簿）

法人の規程・規則に基づき、倫理・服務研修の実施を
する。横浜市の指導に基づき個人情報保護につい
て、啓発、情報共有、研修を実施する。ヒヤリハットや
事故が起きた際には、記録にとどめ、当日のうちに事
故原因を検証し、具体的な予防策をたてて、再発防止
に努める。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護
（介護予防）認知症対応型通所介

護

社会福祉士
主任介護支援専門員
看護師

居宅介護支援事業所管理者１名（常勤兼務）
主任介護支援専門員１名（常勤兼務）
介護支援専門員４名（常勤専従）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）に基
づく金額

【その他料金】【その他料金】
昼食代９００円

【実施日数】
月・火・水・木・金・土(12/29～1/3除
く)
【提供時間】
9時25分～16時25分
【定員】
35名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】
指定地域密着型サービスに要する
費用の額の算定に関する基準（厚
生労働省告示第百二十六号）及び
指定地域密着型介護予防サービス
に要する費用の額の算定に関する
基準（厚生労働省告示第百二十八
号）に基づく金額

【その他料金】

ご利用者が住み慣れた地域、在宅
において、安心、安全に暮らしてい
けるよう、在宅生活の継続に資する
活動に取り組み、近隣の小学校や
中学校との交流授業や、地域住民
や関係機関との連携を図り、地域
貢献、地域福祉の向上や安定した
運営に努めていきます。

【サービスに係る費用】
指定居宅サービスに要する費用の
額の算定に関する基準（厚生省告
示第十九号）及び横浜市介護予
防・日常生活支援総合事業実施要
綱に基づく金額

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

通所介護事業・第１号通所事業（横
浜市通所介護相当サービス）※職
員は兼務
管理者１名
生活相談員１名以上
看護職員１名以上
介護職員６名以上
調理職員６名
運転手２名



収入の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

24,948,345 0 24,948,345 0 24,948,345

24,948,345 24,948,345 24,948,345

0

0 0

21,120 0 21,120 0 21,120

0 0

21,120 21,120 21,120

0 0

1,221,000 1,221,000 1,221,000

26,190,465 0 26,190,465 0 26,190,465

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

13,932,147 0 13,932,147 0 13,932,147
支出には法人本部経費は含まず

8,927,000 8,927,000 8,927,000

1,246,000 1,246,000 1,246,000

3,327,147 3,327,147 3,327,147

72,000 72,000 72,000

232,000 232,000 232,000

128,000 128,000 128,000

0 0

3,409,318 0 3,409,318 0 3,409,318
支出には法人本部経費は含まず

50,000 50,000 50,000 打合せ、会議等参加交通費

418,000 418,000 418,000 事務用品、コピー用紙、OA消耗品、日用品等

22,000 22,000 22,000

102,000 102,000 102,000 コピーカウント等

412,000 412,000 412,000 電話、インターネット回線使用料、切手、DM便等

21,120 0 21,120 0 21,120

⾃販機目的外使⽤料（横浜市への⽀ 21,120 21,120 21,120

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

3,000 3,000 3,000 研修参加費

10,000 10,000 10,000 振込手数料

32,000 32,000 32,000 玄関マットレンタル代

77,000 77,000 77,000 OA銀行、社労士顧問料

5,000 5,000 5,000 来客用お茶代

961,000 0 961,000 0 961,000

事業所税 0 0

消費税 961,000 961,000 961,000

印紙税 0 0

その他 0 0

1,296,198 1,296,198 1,296,198 監査報酬、OA保守料、諸会費等

300,000 0 300,000 0 300,000
支出には法人本部経費は含まず

300,000 300,000 300,000

0 0

8,075,000 0 8,075,000 0 8,075,000
支出には法人本部経費は含まず

5,510,000 5,510,000 5,510,000

1,295,000 1,295,000 1,295,000 施設日常清掃業務等

92,000 92,000 92,000 施設警備

1,058,000 0 1,058,000 0 1,058,000

空調衛生設備保守 185,000 185,000 185,000 空調機点検・フィルター清掃

消防設備保守 97,000 97,000 97,000 消防設備点検

電気設備保守 109,000 109,000 109,000 電気設備点検・清掃

害虫駆除清掃保守 33,000 33,000 33,000 害虫駆除

駐⾞場設備保全費 0 0

その他保全費 634,000 634,000 634,000 冷温水発生機・自動ドア等点検・受水槽管理、塵芥処理

0 0

120,000 120,000 120,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0

0 0

0 0 0 0 0
内
訳 0 0

26,190,465 0 26,190,465 0 26,190,465 支出には法人本部経費は含まず

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

300,000 0 300,000 0 300,000

△ 300,000 0 △ 300,000 0 △ 300,000

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

21,120 0 21,120 0 21,120 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

令和８年度　「横浜市原宿地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜（参考）地域活動交流＞

科目
指定管理料 横浜市より

内
訳
受領額
戻入額

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）
雑入

内
訳

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

⼿数料

健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰入額
その他

事務費

内
訳

本俸
社会保険料
⼿当計

図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料

印刷製本費
通信費
使⽤料及び賃借料
内
訳

備品購入費

その他

事業費

内
訳
⾃主企画事業費（指定管理料充当の⾃主企画事業）

その他

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費

公租公課

内
訳

地域協⼒費

管理費

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

⾃主企画事業 収⽀

管理許可・目的外使⽤許可に関わる収入
管理許可・目的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・目的外使⽤許可に関わる収⽀

支出合計
差引

⾃主企画事業費 収入
⾃主企画事業費 ⽀出

共益費
その他

その他

修繕費
太陽光パネル保守点検

太陽光パネル修繕（追加）



収入の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

35,267,513 0 35,267,513 0 35,267,513

35,267,513 35,267,513 35,267,513

0

154,000 154,000 154,000 横浜市より
100,000 100,000 100,000 横浜市より

6,384,723 0 6,384,723 0 6,384,723 横浜市より
6,384,723 6,384,723 6,384,723

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

136,588 136,588 136,588

42,042,824 0 42,042,824 0 42,042,824

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

35,901,780 0 35,901,780 0 35,901,780
支出には法人本部経費は含まず

20,161,000 20,161,000 20,161,000

4,772,000 4,772,000 4,772,000

9,505,780 9,505,780 9,505,780

63,000 63,000 63,000

838,000 838,000 838,000

562,000 562,000 562,000

0 0

2,546,044 0 2,546,044 0 2,546,044
支出には法人本部経費は含まず

47,000 47,000 47,000 打合せ、会議等参加交通費

186,000 186,000 186,000 事務用品、コピー用紙、OA消耗品、日用品等

0 0 0

111,000 111,000 111,000 コピーカウント

413,000 413,000 413,000 電話、インターネット回線使用料、切手、DM便等

0 0 0 0 0

⾃販機目的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

0 0

15,000 15,000 15,000 研修参加費

11,000 11,000 11,000 振込手数料

32,000 32,000 32,000 玄関マットレンタル代

66,000 66,000 66,000 OA銀行、社労士顧問料

10,000 10,000 10,000 来客用お茶代

463,000 0 463,000 0 463,000

事業所税 0 0

消費税 463,000 463,000 463,000

印紙税 0 0

その他 0 0

1,192,044 1,192,044 1,192,044 監査報酬、OA保守料、諸会費等

1,034,000 0 1,034,000 0 1,034,000
支出には法人本部経費は含まず

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

119,000 119,000 119,000

154,000 154,000 154,000

100,000 100,000 100,000

31,000 31,000 31,000

0 0

2,435,000 0 2,435,000 0 2,435,000
支出には法人本部経費は含まず

1,730,000 1,730,000 1,730,000

352,000 352,000 352,000 施設日常清掃業務等

25,000 25,000 25,000 施設警備

278,000 0 278,000 0 278,000

空調衛生設備保守 49,000 49,000 49,000 空調機点検・フィルター清掃

消防設備保守 25,000 25,000 25,000 消防設備点検

電気設備保守 29,000 29,000 29,000 電気設備点検・清掃

害虫駆除清掃保守 8,000 8,000 8,000 害虫駆除

駐⾞場設備保全費 0 0 0

その他保全費 167,000 167,000 167,000 冷温水発生機・自動ドア等点検・受水槽管理、塵芥処理

0 0

50,000 50,000 50,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0 支出には法人本部経費は含まず
内
訳 0 0

42,042,824 0 42,042,824 0 42,042,824 支出には法人本部経費は含まず

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

404,000 0 404,000 0 404,000

△ 404,000 0 △ 404,000 0 △ 404,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0

※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使⽤許可に関わる収入
管理許可・目的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・目的外使⽤許可に関わる収⽀

その他

支出合計
差引

⾃主企画事業費 収入
⾃主企画事業費 ⽀出
⾃主企画事業 収⽀

修繕費

管理費

内
訳

内
訳

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

内
訳

協⼒医
⾃主企画事業費（指定管理料充当の⾃主企画事業）【包括】
⾃主企画事業費（指定管理料充当の⾃主企画事業）【介護予防】

⾃主企画事業費（指定管理料充当の⾃主企画事業）【生活⽀援】

⾃主企画事業費（指定管理料充当の⾃主企画事業）【チームオレンジ】

その他

事業費

内
訳

その他

振込⼿数料
リース料
⼿数料

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【介護予防】
自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【生活支援】

雑入

その他

内
訳

印刷代
⾃動販売機⼿数料

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【チームオレンジ】

指定管理料【チームオレンジ】

横浜市より

自主企画事業収入（指定管理料充当の自主企画事業）【包括】

内
訳
受領額
戻入額

指定管理料【生活支援】

令和８年度　「横浜市原宿地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】

指定管理料【介護予防】

内
訳
受領額
戻入額

使⽤料及び賃借料

内
訳

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

備品購入費

内
訳

公租公課

図書購入費
施設賠償責任保険

共益費
その他

内
訳

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費
勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰入額
その他

地域協⼒費

職員等研修費

事務費



年４月１日～　　　年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6,433 6,433 7,551 7,551 32,232 32,232 82,317 82,317 6,450 6,450

0 0 0 0 0 0 0 0 0 22,644 0 22,644 989 0 989

事業・負担金収入 0 0 0 21,510 21,510 989 989

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 1,134 1,134 0

6,433 0 6,433 7,551 0 7,551 32,232 0 32,232 104,961 0 104,961 7,439 0 7,439

0 0 24,361 24,361 71,225 71,225 7,439 7,439

0 0 3,917 3,917 13,240 13,240 0

0 0 30 30 16,607 16,607 0

0 0 0 0 0

5,265 0 5,265 6,180 0 6,180 0 0 0 1,056 0 1,056 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 5,265 5,265 6,180 6,180 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 1,056 1,056 0

5,265 0 5,265 6,180 0 6,180 28,308 0 28,308 102,128 0 102,128 7,439 0 7,439

1,168 0 1,168 1,371 0 1,371 3,924 0 3,924 2,833 0 2,833 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和８年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市原宿地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



原宿地域ケアプラザ　原宿地域包括支援センター

1 たいしょう食堂（食品配布会） 平成31年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の子供から高齢者が一緒に集い、食
事をする場の提供により、地域の活性化
（世代間交流）を目的として実施。新型コロ
ナウイルス感染感染拡大を受けて、食堂
から食品配布会に活動を変更して活動
中。

５：地域

大正地区センターのお部屋をお借りし、大
正地区の方を対象とした地域食堂食品配
布会）(を開催することとなった。今年度は
年4回実施予定。

0 0 0 0

2 たいしょう食堂（食堂） 平成31年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域の子供から高齢者が一緒に集い、食
事をする場の提供により、地域の活性化
（世代間交流）を目的として実施

５：地域

大正地区センターのお部屋をお借りし、大
正地区の方を対象とした地域食堂実施。
今年度は年4回実施予定。

0 0 0 0

3 子育て連絡会 平成23年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子育て支援に関わる関係機関同士のネッ
トワークの構築、ダブルケア、虐待防止な
どに対応していくため、子育て分野、高齢
者支援分野との連携も目的としている。

３：養育者及
び乳幼児

エリア内外で活動する子育て支援関係機
関、当事者サークル、高齢者施設の皆さん
と地域の現状と課題について意見交換を
行った。
年3回程度
今年度は地区社協との連携を進めていく
予定。
※コロナウイルス感染拡大拡大の状況に
よりオンラインでの連絡会なども検討して
いく。

0 0 0 0

4 おしゃべりカフェ 平成31年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域ケア会議などで、住民より地域の居場
所が少しでも出来ればとのお声を多数頂
いたため、今年度ケアプラザにてカフェを
オープンすることとなった
新たなボランティアの担い手を創出させる
狙い。

５：地域

地域の方ならばどなたさまでも参加できる
カフェ。特にイベントなどは実施しないが、
今度皆さまの声を確認しながら行っていく
原則毎月１回開催

0 0 0 0

令和８年度　自主企画事業（指定管理事業）計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

5
にこにこマルシェ＠たいしょう
（旧にこにこフリーマーケット）

令和2年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

子育て中の母親同士の交流・情報交換、
居場所づくりを目的として開催。

３：養育者及
び乳幼児

子育て中の親同士の交流・居場所作りを
目的として開催（年2～3回を目標）
子育て支援団体等とも連携することによ
り、支援の輪が広がるように開催していく。
今年度も継続して実施できるよう、関係団
体等とも連携し検討を行っていく。

0 0 0 0

6
スマホカフェ
（とつかスマホサポーター）

令和5年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

地域のニーズを把握し前年度から地元の
企業の協力を仰ぎ開催し、今年度も引き続
きリビングラボと連携し実施。
シニアによるシニアのスマホカフェの開催
を目指していく。

１：高齢者

隔月第3木曜日午前（予定）
場所原宿地域ケアプラザ　他
卒業生を中心とした個別のスマホ相談会
をカフェ形式で行っていく 0 0 0 0

7 フリースペース　SORA 令和4年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

近年、不登校の子供が増えてきている現
状を踏まえ、ケアプラザの貸室をフリース
ペースとして開放し、地域と顔の見える関
係性を構築していく事を目標

４：子ども・青
少年

令和4年9月～実施予定
毎月1回（第4火曜日）
13時～15時でフリースペースを実施予定。
不登校児の保護者や当事者の方の居場
所として開催を目指している。

0 0 0 0

8 とつかパパ楽の会 令和5年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

区内6ケアプラザでの共催事業
区域で父親育児支援事業を実施すること
により、課題の抽出やニーズに把握を行っ
ていく。
ダブルケアの一環として実施

３：養育者及
び乳幼児

毎月5施設のどこかで実施（8月.1月なし）
原則土日の午前中
内容は各施設で検討（イベント形式）

0 0 0 0

9 親子であそぼう　音楽広場 令和6年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

以前からの利用者アンケートにおいてリト
ミックをケアプラザで行っていただきたいと
のご意見を受け今回開催。リトミック以外
にも、絵本の読みきかせや楽器遊びなども
取り入れていく

３：養育者及
び乳幼児

年８回（上半期　４回　下半期４回）連続講
座
上半期　４月～７月
下半期　９月～１２月 0 0 0 0

10 ちくちくロバ隊 令和6年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

認知症になっても安心して暮らせる地域づ
くりに向けて、認知症キャラバンメイトマス
コットキャラクターの「ロバ隊長」を作成し、
戸塚区のキャラバンメイトと連携を行って
いく事を目的

１：高齢者

令和6年6月～　第3金曜日
戸塚区認知症マスコットキャラクター「ロバ
隊長」を作成し、戸塚区キャラバンメイトへ
お渡しする活動 0 0 0 0



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

11 海のお祭り 令和6年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

SDGｓ企画　海の無いまちから、海を守ろ
う、知ろう、楽しもうをテーマに開催
ワークショップを中心に海ゴミ、や貝殻など
を活用した、体験型イベント ５：地域

令和8年8月頃　予定
内容　ワークショップ（マイクロプラスチック
などを活用）
海の現状についてパネル展示など 0 0 0 0

12
収穫体験・農作業ボランティア
募集

令和７年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障がいへの理解促進等を含めて普及啓発
（講座だけではなく、農作業といった切り口
からボランティアを募集し、当事者や施設
職員などとの交流を通して障がい理解を
促進していくことを目的）

５：地域

月２回の農作業ボランティア活動継続
令和８年７月３１日　収穫性
　　　　　９月２２日　ジャガイモ植え付け
　　　　１０月１５日　さつま芋収穫 0 0 0 0

13 健康フェスタ 令和５年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

施設間連携
各施設の強みを生かした事業展開ができ
る
高齢者の健康チェックや、口腔、栄養、な
ど、地域の高齢者のニーズに沿った講座
などを展開することにより健康寿命を延ば
していく

１：高齢者

年4回
令和８年 ５月１７日　健康測定
　　　　　　７月  １日　健康体操
　　　　　　１１月８日　健康測定
             ３月１８日 健康講座

0 0 0 0

14 障がい学習会 平成30年～
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

障害のあるこどもの保護者どうしの情報交
換や研修を通し、地域に必要とするサービ
スなどの開発や関係機関とのネットワーク
作りにつなげる。

２：障害児・
者

障害のあるこどもたちがいきいきと個性を
活かして地域になるにはとのことで意見交
換。大正小学校の個別支援級在籍の児童
を対象としてスタートしたが様々な課題が
出てきているため今後検討することとなっ
た。
年４回程度
※コロナウイルス感染拡大の状況により
実施していく

0 0 0 0

15
食育イベント（お芋の苗植え・収
穫・おやつ作り）

令和８年
１：地域活動
交流事業

１：優先的に
取り組み

施設間連携
子供向け体験の機会の創出と食育をかね
た年間イベント
食を通じて親子の愛着形成をはぐくむこと
が目的

５：地域

年３回
５月２７日　お芋の苗植え
１１月１日　お芋の収穫
12月　　　　おやつ作り 0 0 0 0

16 楽しくトレーニングしよう会 平成21年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

保健活動推進員と共催で「はまちゃん体
操」や「ハマトレ」「脳トレ」などを実施し、介
護予防の普及啓発と体操などに従事する
ボランティアの育成を行う。 １：高齢者

日程：4月～3月（月1回日曜日）
時間：10時～11時
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：体操、脳トレ 0 0 0 0



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

17 原宿コグニサイズの会 平成30年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

健康体操やコグニサイズを実施し、仲間づ
くりや社会参加を促す。

１：高齢者

日程：4月～3月（月1回土曜日）
時間：10時～11時
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：健康体操、コグニサイズ、笑いヨガ
等

0 0 0 0

18
認知症予防
音楽療法

平成28年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

高齢者を対象に認知症予防を目的とした
講座を開催する。

１：高齢者

日程：年１回
時間：10時30分～11時30分
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：音楽療法士による歌やリズム、回想
法を用いた認知症予防講座

0 0 0 0

19 GOGO体操 令和２年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

介護予防講座のOB会として立ち上がった
介護予防活動グループ。
会との共催により安定的な開催ができるよ
うにする。 １：高齢者

日程：毎月２回（火曜日）
時間：13時30分～15時
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：健康体操 0 0 0 0

20 HJトレーニング 令和５年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

男性限定の介護予防講座のOB会として立
ち上がった、男性中心の介護予防活動グ
ループ。
会との共催により安定的な活動ができるよ
うにする。

１：高齢者

日程：毎月１回（木曜日）
時間：13時30分～15時00分
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：健康体操、筋トレ 0 0 0 0

21 協力医による健康講座 令和元年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

疾患についての正しい知識や理解を得て
もらう目的。

１：高齢者

日程：年1回
時間：13時～14時30分
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：協力医による健康講座 0 0 0 0

22 森のカフェこすずめ 令和元年～
３：生活支援
体制整備事
業

２：発展させ
るねらい

小雀町の現在の活動に加え、今まで実施
していなかったカフェを行い、地域活動に
参加されていなかった方々の掘り起こしを
行う。 ５：地域

実施日：原則第３日曜日
時間：１０時～１２時
場所：小雀町内会館
内容：どなたでも参加できる地域向けのカ
フェ

0 0 0 0



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

23
よこはまシニアボランティア
登録研修会

平成28年～
５：共催（１と
３）

２：発展させ
るねらい

ボランティア活動を行うことにより、ご本人
の健康維持と介護予防、社会参加・地域
貢献を通じた「生きがいづくり」と介護施設
等の地域とのつながりの深まりや施設利
用者の生活をより豊かにすることを目的と
する。

１：高齢者

実施時期：年１回程度
内容：よこはまシニアボランティアポイント
事業登録研修会と地域の高齢者福祉施設
を招き事業所紹介（ボランティア募集につ
いて）を実施。

0 0 0 0

24 ボランティア情報交換会 令和２年～
５：共催（１と
３）

２：発展させ
るねらい

ボランティア活動についての情報交換や共
有を行なうことを目的とする。（活動の継続
や新たな活動に結び付けられる機会づく
り。活動の悩み等を報告できる機会となっ
ている。）

５：地域

日程：年１回
時間：１０時～１２時
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：ケアプラザや近隣の介護施設の助
けとなる活動

0 0 0 0

25 生活支援体制整備事業協議体 平成28年～
３：生活支援
体制整備事
業

２：発展させ
るねらい

①多様な主体間の情報共有、連携体制の
構築
②地域情報や課題の把握
③地域づくりにおける意識の統一
④新たなサービス創出

１：高齢者

実施時期：年４回程度
内容：地域の強みや地域住民が関心を持
つことができ、集まりやすいテーマ等のグ
ループワーク。サービス創出に向けた意見
交換。

0 0 0 0

26
生活支援交流会・居宅介護支
援事業所連絡会

平成28年～
６：共催（２と
３）

２：発展させ
るねらい

様々な主体による多様な支援の活動報告
や介護予防・生活支援の充実した地域づく
りのための情報提供、ケアマネジャー同士
の関係構築、介護保険制度や社会福祉資
源の情報共有等を行う。

６：事業者

実施時期：年２回程度
内容：インフォーマルサービスや横浜市介
護予防・生活支援サービス補助事業等の
情報提供。ケアマネジャー向け研修会の
開催。民生委員の研修会も同時開催。 0 0 0 0

27
ＮＰＯ法人ぐるーぷちえのわ
サービスB

令和４年～
３：生活支援
体制整備事
業

１：優先的に
取り組み

令和4年度から横浜市介護予防・生活支援
サービス補助事業がスタートした。
サービスＢ事業を行う中でぐるーぷちえの
わと共に事業を進め安定経営を目指し、地
域へ活動を浸透させる。

１：高齢者

実施日：毎月水曜日（年末年始、祭日を除く）

時間：１１時～１４時
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：介護予防運動や認知症予防の取
組、アート活動等幅広い活動。

0 0 0 0

28 知っ得講座 平成３０年～
６：共催（２と
３）

１：優先的に
取り組み

介護保険申請やケアマネジャーの役割、
福祉用具や住宅改修等についての講座を
実施し、住み慣れた地域でより安心した老
後を迎えることができるような情報を周知
していく。

１：高齢者

実施時期：年２回程度
内容：包括支援センター職員による介護保
険制度の周知及び福祉用具の事業所によ
る住宅改修、成年後見制度等の説明。 0 0 0 0



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質 実施

回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

合計

うち
オンライン
実施回数

うち
オンライン
参加人数

■ 事業

１︓地域活動交流事業 ２︓地域包括⽀援センター運営事業

３︓⽣活⽀援体制整備事業 ４︓共催（１と２） ５︓共催（１と３）

６︓共催（２と３） ７︓共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１︓優先的に取り組みが求められる事業

２︓福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１︓⾼齢者 ２︓障害児・者 ３︓養育者及び乳幼児

４︓⼦ども・⻘少年 ５︓地域 ６︓事業者

７︓その他

29 終活講座 令和２年～
６：共催（２と
３）

２：発展させ
るねらい

終活講座を行うことで、安心して生活がで
きるような情報を発信していく。

１：高齢者

実施時期：年１回程度
場所：原宿地域ケアプラザ
内容：生前整理・相続等

0 0 0 0

30
居宅介護事業所連絡会・ケアマ
ネジャーと民生委員合同研修
会

H28
７：共催（１と
２と３）

１：優先的に
取り組み

地域のケアマネジャー等と民生委員を対
象に、研修会やインフォーマルサービス等
の情報提供を行い、地域包括ケアシステ
ム実現に向けて、在宅生活を継続するた
めの支援に取り組む。

６：事業者 5

地域のケアマネジャーと民生委員を対象
に、協力医の講師による研修会、イン
フォーマルサービス等の紹介。ケアマネ
ジャーと民生委員の顔の見える関係作り。
実施時期：年1回　令和8年11月頃。

0 0 0 0

31 消費者被害防止講座 令和6年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

高齢者を狙う悪質商法による被害が依然
として無くならない、
被害者数を少しでも減少させるため、地域
住民に対し現状の把握および被害防止の
対策を考える機会をつくる。

１：高齢者 5

横浜市消費生活総合センターに講師を依
頼予定。
年1回開催予定

0 0 0 0

32 おひとり様向けの準備講座 令和6年
２：地域包括
支援センター
運営事業

１：優先的に
取り組み

今後もおひとり様世帯が増える現状を踏ま
え、どのような準備が必要なのか、どのよ
うな機関へ相談すればよいのか等、情報
発信の機会をつくる。 １：高齢者

頼れる親族がいない独居の方を支援する
協力機関の中から、信用できる事業者を
選択し情報発信していく。
年1～2回開催予定 0 0 0 0


